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▔税
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
に
よ
る
固
定
資

産
税
額
の
減
額
措
置

　
平
成
26
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
あ
る
住

宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
に
つ
い
て
、
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
要

件
を
満
た
す
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た

場
合
、
翌
年
度
の
当
該
家
屋
の
固
定
資
産

税
額
を
３
分
の
１
減
額
し
ま
す
。

※
改
修
に
よ
り
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を

　
受
け
た
場
合
は
、
3
分
の
2
を
減
額

▼
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
軽
減
措
置
と
は
併

用
で
き
ま
す
が
、
耐
震
改
修
軽
減
措
置
と

重
複
し
て
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
過
去
に
当
該
減
額
を
受
け
た
も
の
は
除

　
く

要
件　
次
の
工
事
の
う
ち
、
補
助
金
等
を

除
く
工
事
費
が
60
万
円
を
超
え
る
も
の

・
窓
の
断
熱
改
修
工
事
（
必
須
）

・
床
の
断
熱
改
修
工
事

・
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

・
壁
の
断
熱
改
修
工
事

※
な
お
、
断
熱
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用

　
が
50
万
円
を
超
え
る
場
合
、
太
陽
光
発

　
電
装
置
、
高
効
率
空
調
機
、
高
効
率
給

　
湯
器
ま
た
は
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
の

　
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用
と
合
わ
せ
て

　
60
万
円
を
超
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
対
象

　
と
し
ま
す
。

※
改
修
工
事
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
が

　
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
新
た
に
適
合
す

　
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

対
象
範
囲　
１
戸
あ
た
り
の
床
面
積
が
50

㎡
以
上
１
２
０
㎡
ま
で
。
１
２
０
㎡
を
超

え
る
も
の
は
、
１
２
０
㎡
相
当
分
が
対
象
。

必
要
書
類　

①
省
エ
ネ
改
修
住
宅
固
定
資
産
税
減
額
申

　
告
書

②
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
た
住
宅

　
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
増
改
築
等
工
事

　
証
明
書
（
建
築
士
、
指
定
確
認
検
査
機

　
関
、
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
ま
た
は

　
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
保
険
法
人
が
発
行

　
し
た
も
の
）

③
工
事
内
容
や
工
事
費
用
を
示
す
工
事
明

　
細
書
及
び
領
収
書

④
補
助
金
等
に
関
す
る
書
類
（
補
助
金
を

　
受
け
た
方
）

⑤
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
通
知
書
の
写
し

　
（
該
当
す
る
場
合
の
み
）

申
込
・
問
合
先　
工
事
完
了
か
ら
３
か
月

以
内
に
、
税
務
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

税
務
課
☎
（
275
）
６
１
０
９

▔後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
医
療
費
の

窓
口
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

　
10
月
1
日
か
ら
現
役
並
み
所
得
者
（
3

割
負
担
）
を
除
き
、
住
民
税
課
税
標
準
額

が
28
万
円
以
上
の
方
で
一
定
以
上
の
所
得

の
被
保
険
者
の
方
（
1
人
の
場
合
は
年
金

収
入
と
そ
の
他
の
所
得
金
額
の
合
計
が
2

０
０
万
円
以
上
。
同
一
世
帯
内
に
2
人
以

上
の
場
合
は
同
合
計
が
3
２
０
万
円
以
上

で
加
入
者
全
員
適
用
。
）
は
2
割
負
担
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
2
割
負
担
に
な
る
方

に
は
、
施
行
後
3
年
間
は
外
来
の
月
々
の

負
担
増
加
額
が
3
０
０
０
円
ま
で
と
な
る

配
慮
措
置
が
あ
り
ま
す
。

■
2
割
負
担
と
な
る
方
へ

　
2
割
負
担
と
な
る
方
で
、
高
額
療
養
費

の
支
給
口
座
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
を

対
象
に
、
9
月
下
旬
に
大
阪
府
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
口
座
登
録
を
す
る

た
め
の
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　
届
き
ま
し
た
ら
、
必
要
事
項
を
ご
記
入

い
た
だ
き
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。
高
額
療
養
費
の
支
給

対
象
と
な
っ
た
場
合
に
、
ご
登
録
い
た
だ

い
た
口
座
へ
自
動
的
に
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ま
た
は
大
阪
府
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　　
10
月
か
ら
有
効
と
な
る
後
期
高
齢
者
医

療
の
新
し
い
被
保
険
者
証
（
黄
色
）
を
、

9
月
下
旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
な
お
、

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
（
水
色
）
の

有
効
期
限
は
9
月
末
日
で
す
の
で
、
そ
れ

以
後
は
破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
担
当
窓

口
へ
返
却
し
て
下
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ
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住　所

（火）17（月）17 （火）
（土）１ １ １（火） （水） （金）

（月）14 （火）13 （月）16 （火）14 （水）15

（木）13 （金）11 （土）10 （金）13 （金）10 （月）13

（火）４ （金） （土）3 （木）５ （金）３ （月）6

（火）７10 （木）9

10

（金） （木）2 （土）４

１ ３
15 （水）14 （水）15 （木）16

３ 2
18 （水）18
（月）
（火） （水）16

４

（木）15 （木）16 （金）17

６ （土）７（木） （月）７ （火）6 （月）6 （水）８

（火）31
（土）
（月）
15
31 （水）30 （水）28 （金）31

（木）19（水）19 （木）17 （金）16 （金）17 （月）20

8 （水）
（水）25

（火）
（火）25

（水）
（木）24

（木）
（木）22

（水）
（金）24

27

（金）
（月）27

（金）27（木）27 （月）28

（木）10
（金）25

（月）26 （火）28 （水）29

（金）20（木）20 （金）18
（金）６ （土）４

８

（火）7５ 5（水）５ （土） （月）
（月）19 （月）20 （水）22

（月）23（金）21 （月）21 （火）20 （火）21 （木）23

（火）24
（金）
（月）

（火）
24

（火）
（火）22

（水）
（水）
7
21 （水）22 （金）24

14

11

28
（土）
（月）
14
30

（金）
（金）

（土）
（火）
12
29

（月）
（火）
12
27

（月）
（水）
13 （火）

（木）
14
30

（木）
（木）26
12（水）

（水）26
（金）
（金）
9
23

（木）
（月）
９ （土）

（火）
11
28

問合先 
環境政策課
☎（275）6266

下 半 期

くみ取り日程

令 和 4 年 度

悪天候の場合
は、日程を変更
することがあ
ります。
くみ取り日は、
作業がしやす
いように通路
の確保等にご
協力をお願い
します。
世帯人数、便
槽に変更があ
った場合は、ご
連絡ください。

※

※

※

千代田 1丁目～6丁目、 綾　園 7丁目
東羽衣 4丁目（1～7）

高師浜 1丁目～4丁目、 羽　衣 1丁目・3丁目
東羽衣 1丁目・2丁目・3丁目（13・14・16）・5丁目（8・20・26）

取　石 4丁目～7丁目

東羽衣 3丁目（1～12・18）・4丁目（12）・5丁目（1～7・9～19
　　　  21～25・27・28）・6丁目・7丁目
加　茂 1丁目（5・8～10・12・13・16・17・19）

取　石 1丁目・2丁目（6～11・13・15・18・19・23・26～28
　　　  ・30・33・34・38・39・46・47）

取　石 2丁目（31・41・43・45・48）・3丁目

加　茂 1丁目（11・14・15）
綾　園 1丁目・2丁目（1）・3丁目・4丁目・6丁目（6・16・18・20・23）

綾　園 2丁目（2～8）・6丁目（1・7～11・13・22）
加　茂 2丁目（6・7・23・30）・3丁目（1・6）

綾　園 2丁目（9～23）・6丁目（4・5・12・14・15・19・21）

取　石 2丁目（37）
加　茂 2丁目（1・14・17・24・26）・3丁目（8・10）・4丁目（11）
西取石 1丁目（1・2・４・10～15・18）・3丁目（1・5・11・18・19）

取　石 2丁目（4・5・12・14・16・17・25）
西取石 1丁目（9・16・17・19・22）・3丁目（9・14・15）

2 月 3 月1 月11 月 12 月10 月

８７

９

（木） （木）2912/

（金）3012/

（木） 23/

（水）２

11

12

3/ 1

▔国
民
年
金

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ご
案
内
や
事
務
手

続
き
は
、
日
本
年
金
機
構
が
実
施
し
ま
す
。

対
象　
①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
、
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
全
員
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

　
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
し
、
前
年
の
所
得
が
約
４
７
２
万
円
以

下
の
方

問
合
先　
日
本
年
金
機
構
「
給
付
金
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
」

　
　
　
☎
０
５
７
０
（
０
５
）
４
０
９
２

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
を
ご
存

知
で
す
か
？

■
任
意
加
入
制
度

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
65
歳
か
ら
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に

よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
や
保
険
料
の
納

付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
で
、

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
な
い
と
き
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
任
意
加
入
制

度
が
あ
り
ま
す
。
制
度
の
利
用
に
は
、
口

座
振
替
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
特
例
任
意
加
入
制
度

　
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
で
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な

い
方
（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
4
月
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
り
ま
す
）
は
受
給

資
格
期
間
10
年
を
満
た
す
ま
で
の
期
間
に

限
り
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

問
合
先　
市
民
課
☎
（
275
）
６
２
４
１
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▔福
祉
サ
ー
ビ
ス

住
宅
改
造
の
経
費
を
助
成

対
象　
市
内
在
住
で
、
身
体
の
状
況
に
よ

り
住
宅
の
改
造
を
現
に
必
要
と
す
る
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
い
る
世
帯

①
介
護
保
険
被
保
険
者

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
（
１
・
２
級
ま
た

は
下
肢
・
体
幹
の
３
級
）
を
お
持
ち
の
方

③
療
育
手
帳
（
Ａ
）
を
お
持
ち
の
方

※
介
護
保
険
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
介

　
護
保
険
制
度
を
優
先
し
て
利
用
い
た
だ

　
き
ま
す
。
ま
た
、
生
計
中
心
者
の
前
年

　
の
所
得
税
額
に
よ
り
、
対
象
と
な
ら
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
経
費　
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
の
ト

イ
レ
及
び
浴
室
の
改
造
、
玄
関
・
廊
下
・

階
段
・
台
所
・
居
室
等
へ
の
手
す
り
の
取

り
付
け
、
段
差
の
解
消
、
滑
り
止
め
の
設

置
等
に
要
す
る
経
費

※
助
成
金
の
交
付
決
定
に
基
づ
き
、
改
造

　
工
事
を
し
た
も
の
に
限
る

※
一
度
で
も
助
成
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

　
世
帯
は
対
象
外

緊
急
通
報
装
置
を
設
置

　
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
緊
急
時
に
、
電
話

回
線
を
通
じ
て
、
直
接
、
堺
市
消
防
局
へ

の
通
報
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
健

康
相
談
が
で
き
る
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
す
る
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
か
、
65
歳
以

上
の
方
だ
け
の
世
帯
、
ま
た
は
重
度
身
体

障
が
い
者
の
方
だ
け
の
世
帯

費
用　
そ
の
世
帯
の
生
計
中
心
者
の
所
得

税
額
に
応
じ
て
負
担
あ
り

紙
お
む
つ
給
付

対
象　
次
の
①
〜
③
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
方

①�

市
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
満
65
歳
以
上
の
方

②�

介
護
保
険
の
要
介
護
度
３
〜
５
の
方
で
、

常
時
、
紙
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
で
あ

る
在
宅
の
方

③
本
人
及
び
本
人
と
生
計
を
同
一
と
す
る

　
者
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
方

支
給
額　
月
額
限
度
６
０
０
０
円
分

高
齢
者
見
守
り
訪
問

　
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
方
を
訪
問
し
、
日
常
生
活
に

つ
い
て
の
相
談
や
、
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問
合
先　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
265
）
１
３
１
３

訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス

対
象　
在
宅
で
寝
た
き
り
の
65
歳
以
上
の

方助
成
方
法　
市
が
発
行
す
る
助
成
券
で
、

理
容
師
の
出
張
料
金
を
年
４
回
ま
で
助
成

助
成
額　
１
回
１
５
０
０
円

※
理
容
料
金
は
別
途
必
要

配
食
サ
ー
ビ
ス

対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の
方
の
み

の
世
帯
で
、
食
事
の
調
理
や
買
い
物
が
困

難
な
方

配
食
日　
火
・
木
・
金
曜
日
の
夕
食

費
用　
１
食
４
５
０
円

問
合
先　
社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
261
）
９

９
１
１
、
ま
た
は
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
在
宅
の

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
身
近
な
相
談
窓
口

と
し
て
、
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
主
任

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
介
護
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
成
年
後
見
制
度
の
相
談
や
高
齢
者

虐
待
等
の
相
談
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
先　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
265
）
１
３
１
３

長
寿
祝
品
を
贈
呈

　
９
月
１
日
現
在
、
市
内
在
住
で
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
満
77
歳
・
88

歳
の
方
に
長
寿
祝
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

（
申
請
手
続
き
不
要
）

　
問
合
先
の
記
載
の
な
い
も

の
は
、
高
齢
・
障
が
い
福
祉

課
☎（
275
）６
２
９
4
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
費
用
を

一
部
助
成

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①�

75
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、
ま
た
は
75
歳

以
上
の
方
だ
け
の
世
帯

②�

身
体
障
が
い
者
手
帳
（
１
〜
３
級
）
、

療
育
手
帳
（
Ａ
）
、
精
神
障
が
い
者
保

健
福
祉
手
帳
（
１
級
）
の
い
ず
れ
か
を

所
持
し
て
い
る
方
の
い
る
世
帯

助
成
額　
１
世
帯
２
０
０
０
円

※
必
ず
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す

▔各
種

福
祉
バ
ス
の
臨
時
運
行
に
つ
い
て

日
程　
9
月
19
日
・
23
日
の
い
ず
れ
も
祝

日対
象　
取
石
、
羽
衣
、
高
石
の
そ
れ
ぞ
れ

の
福
祉
バ
ス
運
行
ル
ー
ト

※
臨
時
運
行
の
詳
し
い
ル
ー
ト
及
び
ダ
イ

　
ヤ
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

問
合
先　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
９
３

大
切
な
自
転
車
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
令
和
３
年
中
の
府
内
で
の
自
転
車
盗
難

の
被
害
件
数
は
１
万
７
０
７
８
件
で
、
約

半
数
は
無
施
錠
の
状
態
で
被
害
に
あ
っ
て

い
ま
す
。

　
大
切
な
自
転
車
を
守
る
た
め
に
、
駐
輪

す
る
際
は
必
ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
転
車
防
犯
登
録
は
自
転
車
盗

難
の
予
防
と
被
害
の
早
期
回
復
に
役
立
ち

ま
す
。
登
録
は
義
務
で
す
の
で
、
必
ず
防

犯
登
録
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
大
阪
府
自
転
車
商
防
犯
協
力
会

　
　
☎
０
６
（
６
６
２
９
）
０
７
５
０

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
の

分
別
に
関
す
る
お
願
い

■
プ
ラ
マ
ー
ク
を
確
認
す
る

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
の
対
象

と
な
る
も
の
は
、
商
品
が
入
っ
て
い
た
容

器
や
包
装
で
、
プ
ラ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い

ま
す
。
ハ
ン
ガ
ー
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
あ
っ
て
も
、
容
器
や

包
装
で
は
な
い
た
め
、
普
通
（
可
燃
）
ご

み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
汚
れ
を
キ
レ
イ
に
落
と
す

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r本当にお得?注文確定の前に

契約内容をしっかり確認

※国民生活センター「見守り新鮮情報　第425号」から抜粋・イラスト黒崎玄

休館日 土・日曜日、祝日

ネット通販の注文画面では「初回限定」などとお得感を強調した表
示に比べ、購入条件が小さく表示されていたり、気付きにくい場所

に表示されていたりして、分かりづらいことがあります。画面の隅々まで
見るなど注意が必要です。注文を確定する前に、定期購入が条件になって
いないかを確認し、 定期購入が条件の場合、継続期間や支払うことになる
総額など契約内容もしっかり確認しましょう。特定商取引法が改正され、
事業者は最終確認画面で、注文内容を明確に表示しなければならなくなり
ました。誤認させる表示により消費者が申し込みをした場合は、契約を取
り消せる可能性があります。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

SNS 上に通常約6千円のシャンプーが初回500 円で購入できるとの
広告があり、 クレジットカード決済で注文した。再度購入しようと思
い同じ広告を見たところ、注文を確定する画面の上方に、細かい文字
で「5回継続購入」の記載が一部分だけ見えているのに気付いた。 画
面をスクロールしなければ全体が表示されず、前回は気が付かなかっ
た。 事業者に解約したいと伝えたが「5回継続購入の条件は明記され
ている」と言われ断られた。　　　　　　　　(当事者:60 歳代 男性)
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汚
れ
が
つ
い
て
い
た
り
、
中
身
が
残
っ

て
い
る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
他
の
き
れ
い
な
も
の
に
も
汚
れ
が

移
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
汚
れ
の
取
れ
な
い

も
の
は
普
通
（
可
燃
）
ご
み
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
危
険
な
異
物
を
混
入
さ
せ
な
い
で
！

　
収
集
さ
れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」
の
袋
の
中
に
、
医
療
用
の
針
の
付

い
た
も
の
が
混
入
し
て
い
た
事
例
が
あ
り

ま
し
た
。
資
源
ご
み
の
選
別
は
手
作
業
で

行
っ
て
い
ま
す
。
危
険
な
異
物
は
絶
対
に

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
プ
チ
プ
チ
（
緩
衝
材
）
は
で
き
る
だ
け

　
小
さ
く

　
プ
チ
プ
チ
や
シ
ー
ト
状
の
緩
衝
材
は
設

備
の
故
障
の
原
因
に
な
る
た
め
、
小
さ
く

（
50
㎝
四
方
）
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

その痛み、
保険が使える？
使えない？

　はり・灸・あんま・マッサージ・柔道整復師
による施術を受ける場合、健康保険を適用でき
るケースは限られています。正しく理解し、適
切に受診しましょう。

問合先　国民健康保険加入者　健康保険課 ☎（275）6347　後期高齢者医療保険加入者　健康保険課 
☎（275）6392

国民健康保険加入者は健幸づくり課☎（275）6374
後期高齢者医療保険加入者は健幸づくり課☎（275）6392
または府後期高齢者医療広域連合給付課 ☎06（4790）2031

施術を受ける際の注意点

保険が使える場合

神経痛・リウマチ・頸腕症
候群・五十肩・腰痛症・頸
椎捻挫後遺症・その他慢性
的な疼痛を主症とする疾患

筋麻痺・関節拘縮な
どで、医療上マッサー
ジを必要とする症例

はり・灸 あんま・マッサージ

保険の適用には、あらかじめ医師の発行した同意
書または診断書が必要です。

施術を受ける際の注意点

保険が使える場合

外傷性が明らかな骨折・脱臼・打撲及びねん
ざなど（いわゆる肉離れを含む。）
※骨折・脱臼については、応急手当をする場合を除
　き、あらかじめ医師の同意を得ることが必要です。

肩こり・筋肉疲労などに対する施術は保険の
対象ではなく全額自己負担となります。
柔道整復師が患者の方に代わって保険請求を
行うことが認められているため、一部負担金
を支払うことで施術を受けることができます。
施術を受けたときには、「療養費支給申請書」
の施術箇所や回数を確認し、署名または押印
してください。
保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負
傷（けが）を治療中は、施術を受けても保険
の対象になりません。

・

疲労回復や慰安を目的としたもの、疾病予防のた
めのマッサージなどは保険の対象ではなく全額自
己負担になります。

・

・

・

・

・

・

施術を受けたときは、必ず領収証を受け取りましょう。

医 師 が 必 要 と 認 め た
はり・灸・あんま・マッサージの施術

整 骨 院・接 骨 院 で
柔 道 整 復 師 の 施 術

問合先　

施術者が患者の方に代わって保険請求を行うこと
が認められているため、一部負担金を支払うこと
で施術を受けることができます。施術を受けたと
きには｢療養費支給申請書｣の施術箇所や回数を確
認し、署名または押印してください。
保険医療機関（病院、診療所など）で同じ対象疾
患の治療中は、はり・灸の施術を受けても保険の
対象にはなりません。
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交
通
事
故
等
に
遭
い
国
民
健
康
保
険

で
治
療
を
受
け
る
場
合
は
届
出
を

　
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
等
、
第
三
者
か

ら
受
け
た
傷
病
は
損
害
賠
償
と
し
て
加
害

者
が
被
害
者
の
治
療
費
を
負
担
し
ま
す
が
、

窓
口
に
届
け
出
る
こ
と
で
、
国
民
健
康
保

険
証
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
に
健
幸
づ
く
り
課
で
保
険
証
の
使
用

許
可
を
と
り
、
す
み
や
か
に
第
三
者
行
為

に
よ
る
傷
病
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
る
と
国
民
健
康
保

険
が
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
時
間
外
交

付
と
申
請
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
を
受
け
取
ら

れ
た
方
の
う
ち
、
開
庁
時
間
中
に
来
庁
で

き
な
い
方
は
、
次
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
同
日
時
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
こ
と

が
な
い
方
を
対
象
に
、
申
請
サ
ポ
ー
ト
も

実
施
し
ま
す
。

日
時　
9
月
11
日
（
日
）
午
前
9
時
〜
正

午場
所　
市
役
所
（
本
館
１
階
）

■
申
請
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　
職
員
が
申
請
書
に
必
要
な
写
真
を
無
料

で
撮
影
し
、
書
き
方
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

で
、
そ
の
場
で
申
請
が
完
了
し
ま
す
。

対
象　
申
請
者
本
人
で
必
要
書
類
を
持
参

で
き
る
方
（
15
歳
未
満
か
成
年
被
後
見
人

の
方
は
法
定
代
理
人
の
同
行
が
必
要
で

す
。）

持
ち
物　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
等
）

■
お
持
ち
で
な
い
方
に

　
7
月
下
旬
か
ら
9
月
上
旬
に
か
け
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
用
の
Q
R
コ
ー
ド
付
き

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
が
順

次
送
付
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

対
象
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
期
限
は
9
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
市
民
課　

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
１
２

高石工場夜景ツアー

対象　中学生以上
募集　各回 20人
　　　（応募多数の場合抽選）
講師　小林　哲朗　さん
参加費　3,000 円

人気スポットをバスで巡る

2022年2022年 土土10/2910/29

9月 26日（月）までに、HPの専用応募フォームから、申
し込むコース、応募者の氏名・年齢・性別・住所・携帯電話
番号・メールアドレス、高石市のイメージや工場夜景につい
てを入力して応募（HP等で紹介する場合有）

応募方法

問合先　高石商工会議所☎（264）1888

①午後5時00分～6時45分①午後5時00分～6時45分 ②午後7時30分～9時15分②午後7時30分～9時15分
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はじめての健幸ダンス教室
～ダンスで認知症予防、始めませんか？～
はじめての健康ダンス教室
～ダンスで認知症予防、始めませんか？～

皆さんの運動習慣の定着と体を動かすことによる認知症予防を
めざして「はじめての健康ダンス教室」を開催します。
軽快なリズムにあわせて楽しく体を動かします。ダンス未経験
の方でも気軽にご参加いただけます。
プログラムは奈良県立医科大学、名古屋学院大学リハビリテー
ション学部および日本ストリートダンススタジオ協会が共同研
究したもので、府の10歳若返りプロジェクトを通じて実施し
ます。楽しくダンスを踊りながら、認知症予防、転倒・ロコモ
予防の効果が期待できます。
プログラム　はじめての健康ダンス教室（全 8回）
　　　　　　ダンスリーダー養成講座（全 2回）
　　　　　　ダンスリーダーブラッシュアップ講座（全 1回）
場所　①総合保健センター（１階）、②カモンたかいし（2階）※②は体育館シューズが必要
はじめての健康ダンス教室
日程　①10月 3日・17日・31日、11月 7日・14日・21日・28日、12月 5日　いずれも月曜日（全８回）
　　　②10月 7日・14日・21日・28日、11月 4日・11日・18日・25日　　いずれも金曜日（全８回）
時間　①・②共通（午前クラス）午前 11時～12時、（午後クラス）午後 1時～2時
※①10月 3日・11月 28日、②10月 7日・11月 18日は体力測定と認知機能検査のため、下記の時間になります。
　（午前クラス）午前 10時～12時、（午後クラス）午後 1時～3時
ダンスリーダー養成講座
日時　①12月 12日・19日　②12月 9日・16日　いずれも午前 10時～11時 30分
ダンスリーダーブラッシュアップ講座
日時　①令和 5年 2月 6日　②令和 5年 2月 3日　いずれも午前 10時～11時 30分

対象　市内在住の 60歳以上で健康な方
※血圧 180/110mmHg、脈拍 110回 /分以上の方は参加不可。過去に健幸ダンス教室、はじめてのライフダン
ス、ダンスリーダー養成講座などを受講された方も参加可能！
定員　①各 15人　②各 30人（先着順）
参加費　無料

申込・問合先　高石健幸リビング・ラボ☎（242）3927

家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
）
設
置
補
助
制
度
に
つ
い
て

　
市
内
で
自
ら
が
所
有
し
居
住
す
る
住
宅

（
店
舗
等
併
用
住
宅
及
び
分
譲
住
宅
を
含

む
）
に
家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
）
を
購
入
・
設
置
さ
れ
た
方
に
対
し
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　
①
一
般
社
団
法
人
燃
料
電
池
普
及

促
進
協
会
の
機
器
登
録
制
度
に
よ
り
登
録

さ
れ
て
い
る
機
器
を
令
和
３
年
４
月
１
日

以
後
に
設
置
完
了
し
た
方
、
②
平
成
26
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

に
機
器
を
設
置
完
了
し
、
一
般
社
団
法
人

燃
料
電
池
普
及
促
進
協
会
の
民
生
用
燃
料

電
池
導
入
支
援
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受

け
て
い
る
方
、
③
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

申
請
方
法　
高
石
市
家
庭
用
燃
料
電
池
設

置
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
振
込
依
頼
書
を

環
境
政
策
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
環
境
政

策
課
へ
持
参

補
助
金
額　
５
万
円

※
補
助
金
の
交
付
は
1
世
帯
あ
た
り
1
回

　
限
り
で
す
。

問
合
先　
環
境
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６
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みん
ないっしょ

に生きる社会を

　

被
差
別
部
落
出
身
の
人
た
ち
が
、

差
別
か
ら
の
解
放
と
人
間
と
し
て
の

自
由
、
平
等
の
権
利
を
自
ら
の
手
で

取
り
戻
そ
う
と
創
立
し
た
「
全
国
水

平
社
」
の
創
立
大
会
か
ら
、
今
年
３

月
３
日
で
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

創
立
大
会
で
は
「
人
間
を
尊
敬
し
、

大
切
に
し
合
う
こ
と
で
差
別
を
な
く

し
て
い
け
る
」
と
い
う
願
い
を
込
め

「
水
平
社
宣
言
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

会
場
と
な
っ
た
京
都
市
の
岡
崎
公
会

堂
は
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
政
府
は
１
８
７
１
年
に
「
エ

タ
」
を
廃
止
し
、
身
分
な
ど
を
庶
民

同
様
と
す
る
「
解
放
令
」
を
出
し
ま

し
た
が
、
差
別
は
根
強
く
残
っ
て
い

ま
し
た
。

　

１
９
２
２
年
に
出
さ
れ
た
水
平
社

宣
言
は
世
界
に
拡
が
り
、
北
海
道
の

先
住
民
族
ア
イ
ヌ
や
、
朝
鮮
で
王
朝

時
代
か
ら
差
別
を
受
け
た
人
々
、
ア

メ
リ
カ
の
黒
人
差
別
に
も
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
１
９
４
２
年
、
政
府
の

結
社
統
制
に
よ
り
、
全
国
水
平
社
は

法
的
に
消
滅
し
、
戦
後
に
部
落
解
放

全
国
委
員
会
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
３
日
、
奈
良
県
御
所
市

に
あ
る
水
平
社
博
物
館
が
改
装
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
川
向
か
い
に
は
水

平
社
宣
言
を
起
草
し
た
西
光
万
吉

（
さ
い
こ
う
ま
ん
き
ち
）
の
生
家
が

あ
り
ま
す
。

　

水
平
社
博
物
館
で
は
多
く
の
資
料

が
あ
り
、
漫
画
の
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」

や
「
鬼
滅
の
刃
」
の
中
に
あ
る
人
権

差
別
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
京
都
市
内
の
被
差
別
部
落

で
は
「
竹
田
の
子
守
唄
」
が
歌
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

『
守
も
い
や
が
る
盆
か
ら
さ
き
に
ゃ

雪
も
ち
ら
つ
く
し
子
も
泣
く
し

盆
が
来
た
と
て
何
う
れ
し
か
ろ

か
た
び
ら
は
な
し
帯
は
な
し

こ
の
子
よ
う
泣
く
守
を
ば
い
じ
る

守
も
一
日
や
せ
る
や
ら

は
よ
も
行
き
た
や
こ
の
在
所
こ
え
て

向
こ
う
に
見
え
る
は
親
の
家
』

　

作
者
不
詳
で
、
明
治
か
ら
昭
和
の

初
め
の
頃
に
は
、
貧
し
さ
か
ら
学
校

に
通
え
ず
、
口
減
ら
し
で
子
守
奉
公

に
出
さ
れ
た
少
女
た
ち
が
口
ず
さ
ん

で
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
と

離
れ
、
住
み
込
み
で
子
守
を
さ
せ
ら

れ
た
子
も
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

日
本
初
と
さ
れ
る
人
権
宣
言
の
意

義
を
改
め
て
考
え
る
機
会
に
し
て
は

い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
（
275
）
６
２
７
９

全国水平社創立100年

1922 年 全国水平社創立
全国水平社が法的に消滅
住井すゑの小説「橋のない川」が刊行開始
同和対策事業特別措置法が施行
水平社博物館開館
部落差別解消推進法施行
水平社宣言 100年

1942年
1961年
1969年
1998年
2016年
2022年

戦
没
者
追
悼
式

　
戦
没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
今
回
の
開
催
に
あ
た
っ

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
の
防
止
策
と
し
て
、
参
加
人
数
の

制
限
、
式
典
全
体
の
時
間
短
縮
等
に
よ
り

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
受
付
の
際
に
は
参

加
票
を
ご
提
出
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
検

温
、
マ
ス
ク
着
用
、
消
毒
な
ど
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
10
月
3
日
（
月
）
午
後
２
時
か
ら

（
受
付
：
１
時
30
分
）

場
所　
ア
プ
ラ
た
か
い
し
（
大
ホ
ー
ル
）

問
合
先　
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
８
３


